
６年生を含む全校生徒の演奏

　区の活性化と区民の懇親を図ろうと、１月27日（日）、
安岐町下原の下原９区公民館で、下原９区ふれあいさん
かくクラブ主催のそば祭りが行われました。同クラブ会
員がそば粉と自然薯を使って次々とそばを打ち、参加し
た区民の皆さん約50人に山かけ鳥汁そばが振る舞われ大
変好評でした。

「下原９区のそばがよい‼」１月
27日

　１月30日（水）、国東市商工会青年部国東支部（井
上雄二支部長）と国東町内４小学校（富来、国東、小
原、旭日）の代表児童10人が、九州北部豪雨災害の
被災市への寄附を山本泰光教育長へ届けました。
　４校では、商売の仕組みを体験してもらおうと、
同支部の指導で、昨年の「夢咲き・くにさき・ふるさ
と祭り」の中で、「こども商店街・商い塾」としてカ
レーや焼きそばなどを販売しました。その益金を、市
教育委員会を通して竹田、日田、中津の３市へ贈ろ
うというものです。
　この日は、こども商店街で店長を務めた代表者の皆さんがアストくにさきを訪れ、３市への寄付金各５
万円と励ましの寄せ書きを山本教育長に手渡しました。教育長からは「利益の活用方法は皆さんで考えた
と聞きました。３市の教育長に連絡したところ、大変よろこんでいただきました」との謝辞がありました。

国東町のこども商い塾が豪雨災害被災市へ寄附 １月
30日

本堂から文化財の箱を運び出す
大恩文化財愛護少年団員

放水訓練

　２月３日（日）、国東町の文殊仙寺で「文化財防火デー
（１月26日）」にちなんだ文化財防火訓練が行われました。
地区の皆さんをはじめ、市消防本部や地元の消防団など
約80人が参加して、通報放水訓練や消火器を使った初期
消火訓練を行いました。
　訓練では、大恩文化財愛護少年団員が火災に気づき、
地元の皆さんと一緒に文化財に見立てた箱を運び出しま
した。すぐに通報を受けた消防署員と消防団員が現場に到
着。ホースを手に機敏な動きで山門の石段を駆け上がる
と、駐車場の水槽から約20本ものホースを繋ぎ、ポンプ
で中継して放水を行いました。

文化財防火デー・文殊仙寺で防火訓練２月
３日

　２月15日（金）、武蔵西小学校（山元公一校長・48人）で、
同校に33年前から伝わる「蛇谷太鼓」の引き継ぎ式が行われ
ました。保護者や地域の方など約50人が見守るなか、全校児
童による演奏の披露に続いて、６年生が４・５年生へと赤い法
被を手渡して、伝統を次の世代へと継承しました。
　６年生の末綱涼央さんが「皆さんもしっかり練習して伝統を
引き継いでください」と、５年生の都留歩美さんが「６年生の
ように迫力のある演奏ができるようにがんばります」とそれぞ
れ学年代表のことばを述べ、伝統をしっかりと引き継ぐことを
約束しました。

武蔵西小で伝統の蛇谷太鼓の引き継ぎ式 ２月
15日　２月22日（金)、国見中学校（國廣耕治校長）の３年生26人

が、国見町千燈の六郷満山ふれあい森林公園で卒業記念植樹
を行いました。
　国東市商工会の主催で、観光地の緑化と青少年の健全育成
を目的に行われたこの植樹は、市商工会の合併前の国見町商
工会時代から数えて、今年で14回目。中田博之会長はあいさ
つの中で「卒業を前に地域と学校が一体となって取り組む最
後の活動です。生徒の皆さんもこの木のように大きく伸びて
いってほしいです」と卒業する中学生を激励しました。
　生徒の皆さんは３人一組になり、東国東郡森林組合職員の
指導を受けながら、もみじの苗木20本を植樹しました。

大きく育て！　国見中で卒業記念植樹 ２月
22日

　九州中学バレーボール選抜優勝大会の
県予選が２月９日（土）・10日（日）に大
分市で行われ、国東中学校（岐部準次校
長）が見事準優勝を果たし、３月25日（月）
から27日（水）に佐賀県で行われる九州
大会の出場権を獲得しました。
　２月19日（火）、選手の皆さんがアスト
くにさきを訪れ、山本泰光教育長に九州
大会出場を報告しました。山本教育長が

「チーム一丸となってがんばってください」と激励。キャプテンの清末彩香さん（２年生）が「家族や監督・コーチ
など多くの方の支えのおかげです。皆さんの期待に応えられるよう頑張ります」と力強く決意を述べました。

国東中バレー部　九州大会へ！２月
19日

　35年にわたり、乳幼児のいる世帯や高齢者世帯への訪問・声かけ活
動など、地域に根ざした活動に取り組んでいる武蔵町愛育会が、平成
24年度ボランティア功労者に対する厚生労働大臣表彰を受賞しました。
　２月18日（月）、会長の佐木惠子さんが市役所を訪れ、三河明史市長
に受賞を報告しました。三河市長は、「武蔵町愛育会のこれまでの地道
な活動が高く評価されたものです。おめでとうございます」と祝辞。
佐木会長は、「今回の受賞を光栄に思います。先輩方の意志を引き継い
で、武蔵町愛育会の灯を消さないように、今後も頑張ります」と述べ
ました。

武蔵町愛育会が厚生労働大臣表彰を受賞 ２月
18日

　２月16日（土）、国東町の岩戸寺で修正鬼会が行われ、
大勢の参拝客で深夜までにぎわいました。
　この日は、県職員など22人の小規模集落応援隊員が、
大松明を参道に立てる「タイアゲ」に協力。地元の皆さ
んと力を合わせて４本の火の着いた大松明が威勢よく担
ぎ上げられました。
　会場を講堂に移すと、読経に続いて「香水の舞」や「鈴
鬼の舞」が披露されました。荒鬼が登場するクライマッ
クスでは、鬼とタイレシが輪になって参拝客を囲み、松
明で頭や肩をたたいて、この一年の五穀豊穣、無病息災
を祈りました。

岩戸寺で春を呼び福を招く「修正鬼会」２月
16日
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